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令
和
３
年
度
末
か
ら
再
助
成
す
る
ま

で
の
間
は
相
談
支
援
な
ど
の
業
務
に
限

ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
本
施
策
を
再
び

展
開
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
こ
と

は
否
め
な
い
。

　

議
員
指
摘
の
と
お
り
人
口
減
少
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
不
妊
治
療
対
策
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
町
民
の

声
に
耳
を
傾
け
、
妊
娠
、
出
産
か
ら
子

育
て
ま
で
一
連
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

対
応
し
た
支
援
体
制
を
整
え
た
い
。

Q
本
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
不
妊
治

療
へ
の
助
成
内
容
は
。

A
按
田
町
長　

一
般
不
妊
治
療
に
つ

い
て
は
、
年
５
万
円
を
上
限
に
助

成
す
る
。
特
定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、

先
進
医
療
も
含
め
て
１
回
15
万
円
を
上

限
に
助
成
す
る
。
な
お
、
特
定
不
妊
治

療
に
つ
い
て
は
助
成
回
数
に
制
限
を
設

け
て
お
り
、
北
海
道
の
助
成
基
準
に
準

じ
、
40
歳
未
満
は
１
子
ご
と
に
６
回
ま

で
、
43
歳
未
満
は
１
子
ご
と
に
３
回
ま

で
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
妊
治
療
開

始
日
の
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満
で
あ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

交
通
費
に
つ
い
て
は
、
特
定
不
妊
治

療
を
受
け
た
場
合
を
対
象
に
、
自
宅
か

ら
医
療
機
関
ま
で
の
距
離
に
応
じ
て
定

め
ら
れ
た
基
準
額
（
１
，
４
３
０
円
か

ら
１
万
１
８
０
円
ま
で
）
の
３
分
の
２

を
１
回
の
治
療
に
つ
き
５
回
ま
で
助
成

す
る
。

　

ま
た
、
男
性
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、

通
常
、
特
定
不
妊
治
療
と
合
わ
せ
て
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
不
妊
治
療
と

し
て
対
象
と
し
て
い
る
。

※
一
般
不
妊
治
療
と
は

　

排
卵
日
に
合
わ
せ
て
性
交
を
行
う
よ

う
指
導
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
法
や
人
工
授

精
な
ど
の
治
療
。

※
特
定
不
妊
治
療
と
は

　

体
外
受
精
や
顕
微
授
精
な
ど
。
男
性

不
妊
の
手
術
も
含
ま
れ
る
。

※
先
進
医
療
と
は

　

厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
高
度
な
医

療
の
う
ち
、
有
効
性
・
安
全
性
を
一
定

基
準
満
た
す
も
の
の
保
険
適
用
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
医
療
の
こ
と
。
特
定

不
妊
治
療
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
。

Q
わ
が
町
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
の
過
去
の
実
績
は
。

A
鏑
木
福
祉
課
長　

令
和
元
年
度
か

ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
３
年
間
で

延
べ
４
名
、
年
間
平
均
１
．
３
人
の
利

用
が
あ
っ
た
。
助
成
後
の
自
己
負
担
額

は
平
均
１
回
あ
た
り
約
18
万
円
。

Q
こ
の
２
年
間
不
妊
治
療
に
対
す
る

助
成
が
な
か
っ
た
の
は
わ
が
町
だ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
空
白
期
間
に
不
妊

治
療
を
行
っ
て
い
た
方
に
対
し
て
さ

か
の
ぼ
っ
て
助
成
す
る
考
え
は
。

A
按
田
町
長　

対
象
と
な
っ
た
方
が

実
際
に
何
人
い
た
の
か
現
状
把
握

し
て
い
な
い
が
、
公
平
性
を
保
っ
た
上

で
対
策
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

現
行
の
制
度
で
ど
の
よ
う
に
対
応
で
き

る
か
検
証
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

Q
昨
年
度
発
足
し
た
部
活

動
地
域
移
行
化
検
討
協
議
会

に
つ
い
て
、
昨
年
度
の
活
動

内
容
は
。

A
中
川
教
育
長　

昨
年
９

月
に
発
足
し
た
豊
頃
町

部
活
動
地
域
移
行
検
討
協
議

会
に
お
い
て
昨
年
度
２
回
の

会
議
を
開
催
し
、
部
活
動
地

域
移
行
に
関
す
る
概
要
説
明
、

町
内
小
中
学
校
の
教
職
員
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
、
豊
頃
中
学
校
の

部
活
動
の
現
状
等
に
つ
い
て

情
報
共
有
を
行
い
、
今
後
の

部
活
動
地
域
移
行
化
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。

部活動地域移行化の現状について

　

ま
た
、
町
長
と
教
育
委
員
に
よ
る
総

合
教
育
会
議
に
お
い
て
も
、
会
議
内
容

に
つ
い
て
報
告
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

Q
今
年
度
の
活
動
及
び
検
討
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A
中
川
教
育
長　

昨
年
度
の
協
議
結

果
を
踏
ま
え
、
部
活
動
ご
と
の
現

状
と
課
題
、
要
望
な
ど
を
聞
き
取
り
、

各
部
活
動
の
現
状
に
応
じ
た
試
行
事
業

を
実
施
す
る
予
定
。
試
行
事
業
と
し
て

技
術
講
習
会
等
を
計
画
し
て
い
る
。

Q
近
隣
町
村
と
の
協
議
や
体
制
づ
く

り
等
に
向
け
た
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

A
中
川
教
育
長　

国
か
ら
は
令
和
５

年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
３

年
間
で
、
休
日
の
部
活
動
を
段
階
的
に

地
域
へ
移
行
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
体
制
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
整
備

の
ほ
か
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
他

校
と
チ
ー
ム
編
成
す
る
合
同
部
活
動
、

他
校
か
ら
希
望
生
徒
を
受
け
入
れ
る
拠

点
校
部
活
動
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。　

　

本
町
に
お
い
て
は
す
で
に
、
野
球
部

や
女
子
バ
レ
ー
部
は
近
隣
町
村
と
合
同

部
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
今

年
度
か
ら
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
他
町
生
徒
を
受
け
入
れ
、
拠
点
校
方

式
で
実
施
し
て
い
る
。

Q
業
務
時
間
外
に
少
年
団
の
指
導
な

ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
町
職
員
の

副
業
を
解
禁
す
る
自
治
体
が
管
内
で

も
増
え
て
い
る
。
わ
が
町
に
お
い
て

も
指
導
者
の
確
保
は
重
要
な
課
題
と

考
え
る
が
、
副
業
解
禁
に
関
す
る
町

長
の
考
え
は
。

A
按
田
町
長　

こ
れ
ま
で
、
町
職
員

の
業
務
時
間
内
に
従
事
す
る
少
年

団
の
指
導
や
審
判
等
に
つ
い
て
は
、
職

務
の
義
務
免
除
や
休
暇
取
得
に
よ
り
、

役
場
の
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
従
事
し
て
い

る
。

　

今
後
、
部
活
動
の
地
域
移
行
化
に
あ

た
り
指
導
者
の
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
職
員
が
地
域
団

体
か
ら
報
酬
を
受
け
て
指
導
を
行
う
場

合
、
兼
職
兼
業
の
許
可
が
必
要
と
な
る

が
、
役
場
の
業
務
に
支
障
が
生
じ
な
い

か
、
社
会
通
念
上
妥
当
な
報
酬
額
で
あ

る
か
等
、
方
針
を
決
め
て
対
応
し
た
い
。

Q
今
年
度
の
試
行
事
業
と
し
て
、
外

部
講
師
を
招
い
た
技
術
講
習
会
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

A
森
教
育
課
長　

部
活
動
の
顧
問
の

先
生
方
に
ど
の
よ
う
な
内
容
が
望

ま
し
い
か
確
認
し
た
上
で
技
術
講
習
会

を
実
施
し
た
い
。
そ
の
場
合
、
他
町
の

生
徒
で
豊
頃
町
の
合
同
部
活
動
に
参
加

し
て
い
る
生
徒
も
対
象
に
含
め
た
い
。

Q
他
町
の
合
同
部
活
動
に
参
加
す
る

際
の
移
動
支
援
の
現
状
は
。

A
中
川
教
育
長　

大
会
に
つ
い
て
は

町
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
対
応
し
、

練
習
試
合
等
は
保
護
者
が
送
迎
を
し
て

い
る
。

　

な
お
、
豊
頃
町
が
合
同
部
活
動
の
練

習
会
場
と
な
っ
た
場
合
は
、
他
町
で
は

民
間
事
業
者
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
送
迎
や

送
り
の
み
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
対
応
す
る

な
ど
し
て
い
る
。

　

今
後
、
送
迎
等
に
つ
い
て
課
題
が
出

て
き
た
場
合
は
３
町
で
内
容
を
協
議
し

対
応
す
る
。

Q
十
勝
管
内
の
複
数
の
自
治
体
で
部

活
動
の
地
域
移
行
化
に
関
す
る
住
民

説
会
や
講
演
会
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

わ
が
町
の
予
定
は
。

A
中
川
教
育
長　

ま
ず
は
試
行
事
業

等
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
協
議
会

に
お
い
て
部
活
動
の
地
域
移
行
化
の
課

題
等
を
協
議
し
方
向
性
を
探
っ
て
ゆ
く
。

そ
の
上
で
、
今
後
、
町
民
向
け
の
説
明

会
等
を
検
討
し
た
い
。

①　�ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求め

る意見書

②　厳しい農業情勢を打開する改正基本法と関連法案を求める意見書

③　地方財政の充実・強化に関する意見書

④　�義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、「30人以下学級」など教

育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書

⑤　2024年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

　①、②、⑤は産業厚生常任委員会、③、④は総務文教常任委員会にて審議した意見書

案が、産業厚生常任委員会の岩井明委員長、総務文教常任委員会の大谷友則委員長から

それぞれ提案され、いずれも原案どおり可決し、関係省庁・機関に提出されました。

提案説明する岩井明委員長 提案説明する大谷友則委員長
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